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中央区福祉サービス第三者評価受審結果改善済み報告書

福祉サービス第三者評価の受審結果に基づき、改善課題、改善結果等について下記のとおり報告します。

記

	サービス種別名
	小規模多機能型居宅介護
	施設名
	優っくり小規模多機能介護中央湊

	受審年度
	令和5年度
	担当者氏名
	市宮　雄也
	連絡先
	03-6280-4663

	改善課題
	1、 職員一人ひとりの育成とともに、得意分野をさらに伸ばすことが期待されるさらに多くのボランティアとの連携が期待される
2、 服薬支援は、ヒヤリハットをより多く収集し、完全な支援につなげることが期待される
3、 当事業所の地域へのさらなる周知が期待される

	改善方法・結果
	1、 事業所において単年度で事業計画を作成しており、事業計画に研修計画を
盛り込む予定である。また面談などで個人の意向を確認して希望に沿うような
研修へ参加機会を作る。
2、 ヒヤリハットを提出しやすいように介護ソフトでの記載欄を設け、より多くの収集につなげている。事故やヒヤリハットは７段階に分けて検証している。
3、 居宅ケアマネ勉強会に参加して小規模多機能型居宅介護の存在を認知していただきまた、地域活動支援や地域イベントにも参加していく。優っくりカフェ(認知症カフェ)を開催して地域の方々に事業所に来所していただく機会を設けている

	今後の取組
	1、 事業所としての研修年間計画を作成する為、それを踏まえ個人での希望する研修などを面談などでヒアリングする。また、事業部の営業推進室と連携しｅラーニングによる研修受講体制準備や近隣事業所の研修参加など法人規模も活用していく。
2、 法人全体でIOT(モノのインターネット)やICT(情報通信技術)を活用した利用者支援を積極的に取り入れている。そのため、利用者の情報のほとんどを電子媒体を活用した管理体制にシフトし、職員の負担減とともに医療連携にもつなげ、すべての職員はパスワードを保持し、アクセスも職階や職種に応じ設定している。契約書等の重要な書類は施錠できるキャビネットで保管し、支配人が管理、法人の文書管理規定に基づき保管や廃棄を行っていく。
3、 居宅向けに開催される会議や研修に積極的に参加していき、小規模多機能型居宅介護を認知していただけるようにしていく。また、地域イベントに参加または出展することで認識をしていただく。区内他小規模多機能とも連携し認知拡大に努めていく



